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○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
五
十
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
森
林
計
画

区
に
つ
い
て
地
域
森
林
計
画
を
立
て
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
公
表
す
る
書
類

　

　

大
分
北
部
地
域
森
林
計
画
書
及
び
森
林
計
画
図
（
別
府
市
、
中
津
市
、
豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
宇
佐

市
、
国
東
市
、
姫
島
村
及
び
日
出
町
）

二
　
公
表
場
所

　
　
大
分
県
農
林
水
産
部
林
務
管
理
課
及
び
関
係
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
告
示
第
五
十
一
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
森
林
計
画

区
に
つ
い
て
地
域
森
林
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
公
表
す
る
書
類

　
　
大
分
西
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画
書

二
　
公
表
場
所

　
　
大
分
県
農
林
水
産
部
林
務
管
理
課
及
び
西
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
二
号

　
平
成
三
十
一
伐
採
年
度
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
き
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
面
積
の
限
度
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞

保
　
安
　
林
　
種

単
位
区
域
名

許
可
で
き
る
面
積
の
限
度
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

水
源
か
ん
養
保
安
林

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

別

府

地

区

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

北

川

上

流

地

区

日

田

地

区

玖

珠

川

地

区

五
〇
〇
・
七
九

五
二
五
・
八
七

三
八
・
六
七

九
九
・
一
三

二
三
六
・
九
七

五
四
七
・
六
二

一
、
六
四
四
・
五
〇

二
二
二
・
四
五

一
、
一
七
五
・
四
六

九
九
六
・
五
五

六
八
五
・
八
七

八
五
七
・
四
四

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

別

府

地

区

一
八
一
・
二
一

二
七
・
七
五

二
七
・
一
九

六
九
・
二
二

三
五
・
一
六



平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

北

川

上

流

地

区

日

田

地

区

玖

珠

川

地

区

一
二
七
・
四
九

一
三
八
・
三
一

一
〇
六
・
二
一

三
七
一
・
〇
六

二
八
・
九
七

六
三
・
二
〇

三
三
・
六
六

土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林

大

分

川

地

区

番

匠

川

地

区

日

田

地

区

〇
・
一
八

〇
・
〇
八

〇
・
〇
八

防
風
保
安
林

別

府

地

区

〇
・
一
四

干
害
防
備
保
安
林

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

日

田

地

区

玖

珠

川

地

区

三
・
六
六

三
・
五
〇

四
一
・
八
五

三
・
〇
八

〇
・
九
四

二
・
〇
一

一
・
〇
六

二
四
・
八
〇

一
〇
・
二
二

六
・
九
四

保
健
保
安
林

大

分

北

部

地

区

大

分

南

部

地

区

三
六
・
二
九

九
二
・
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
三
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区
　
　
間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延
　
　
長

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

一
般
国
道
二

一
二
号

中
津
市
三
光
西
秣
字
市
郎
迫
二
二
七
三
番

三
か
ら

中
津
市
三
光
田
口
字
西
荒
田
七
三
二
番
二

ま
で

前

八
七
・
五
　
　

　
～
一
一
・
九

二
、
五
九
二
・
〇

後

八
三
・
二
　
　

　
～
一
三
・
〇

二
、
五
九
二
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
四
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区
　
　
間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延
　
　
長

一
般
国
道
一

九
七
号

大
分
市
大
字
佐
賀
関
字
太
田
七
五
〇
番
四

四
か
ら

大
分
市
大
字
佐
賀
関
字
太
田
七
五
〇
番
二

二
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

二
五
・
一
　
　

　
～
二
〇
・
三

メ
ー
ト
ル

八
五
・
三

大
分
市
大
字
佐
賀
関
字
太
田
七
五
〇
番
二

二
地
内

後

二
五
・
一
　
　

　
～
二
〇
・
三

九
・
四

一
般
国
道
二

一
二
号

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
字
岩
木
一
三

四
三
番
三
か
ら

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
字
岩
木
一
三

四
二
番
二
ま
で

前

一
一
・
三
　
　

　
～
　
九
・
〇

六
七
・
〇

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
字
岩
木
一
三

四
三
番
六
か
ら

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
字
岩
木
一
三

四
二
番
四
ま
で

後

一
五
・
五
　
　

　
～
一
二
・
七

六
七
・
〇



平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

三

大
分
県
報
（
告
示
・
議
会
訓
令
）

県
道
中
津
山

国
自
転
車
道

線

中
津
市
山
国
町
中
摩
字
ヘ
タ
道
六
〇
六
七

番
七
地
先
か
ら

中
津
市
山
国
町
中
摩
字
ヘ
タ
道
六
〇
六
七

番
一
地
先
ま
で

前

一
二
・
五
　
　

　
～
一
一
・
八

二
一
・
三

中
津
市
山
国
町
中
摩
字
ヘ
タ
道
六
〇
六
七

番
八
地
内

後

二
九
・
〇
　
　

　
～
二
六
・
三

二
一
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
五
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供
　
用
　
開
　
始
　
区
　
間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
中
津
山
国
自
転
車
道

線

中
津
市
山
国
町
中
摩
字
ヘ
タ
道
六
〇
六
七
番
八
地
内

平
三
一
・
　
二
・
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
六
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供
　
用
　
開
　
始
　
区
　
間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
竹
田
直
入
線

竹
田
市
大
字
植
木
字
高
尾
二
〇
〇
四
番
一
か
ら

竹
田
市
大
字
植
木
字
馬
場
二
七
六
九
番
一
五
ま
で

平
三
一
・
　
二
・
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
五
十
七
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

自
動
車
専
用
道
路
を
指
定
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
建
設
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

指
定
す
る
道
路
の
部
分

指
定
年
月
日

一
般
国
道
二
一
二
号

中
津
市
三
光
西
秣
字
市
郎
迫
二
二
七
三
番
三
か
ら

中
津
市
三
光
田
口
字
西
荒
田
七
三
二
番
二
ま
で

平
三
一
・
　
二
・
　
一

○
議
　
会
　
訓
　
令

大
分
県
議
会
訓
令
第
一
号

　
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
大
分
県
議
会
訓
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
議
会
議
長
　
　
井
　
　
　
上
　
　
　
伸
　
　
　
史

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
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